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校長 栗原 公明  

  

 今回の学校だよりのタイトルは、沖縄全戦没者追悼式で「平和の詩」を朗読した浦

添市立港川中学校３年の相良倫子さんの詩の一節です。本校の体育祭が行われた６月

２３日は、太平洋戦争末期の沖縄戦の犠牲者を悼む「慰霊の日」でした。帰宅してニ

ュースを見ていると、中学３年生の女子生徒が自作の「平和の詩」を読み上げていま

した。タイトルは、『生きる』。激しい地上戦を生き抜いた曾祖母から「戦争は人を変

えてしまう。絶対にしてはならない」という教えをもとにした平和への思いと誓いを

まっすぐな言葉で綴った映像でした。詩の朗読と被せるような映像に胸が熱くなりま

した。７３年前を振り返り、「日々の小さな幸せを喜んだ。手をとり合って生きてきた、

私と同じ人間だった。それなのに、壊されて、奪われた。生きた時代が違う。ただ、

それだけで」と、今生きている自分と何ら変わりがない当時の「懸命に生きる命」へ

の思いを綴り、「私が生きている限り、こんなにもたくさんの命を犠牲にした戦争を、

絶対に許さないことを。もう二度と過去を未来にしないこと」を固く誓っていました。

そして、「平和とは、あたり前に生きること。その命を精一杯輝かせて生きることだと

いうことを」「一日一日を大切に。平和を想って。平和を祈って。なぜなら、未来は、

この瞬間の延長線上にあるからだ。つまり、未来は、今なんだ」と平和への想いを訴

えていました。 

 「戦争を知らない子どもたち」という言葉が流行した時代がありましたが、現在は

「戦争を知らないおとなたち」ばかりの社会になりました。今回朗読された「平和の

詩」が、おとなも子どももみんなが、『平和』について考えるきっかけになればよいと

思います。折しも７月には「よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト」の区予選

会が予定され、各校代表生徒が国際平和についてスピーチします。 

 今回紹介した相良倫子さんの詩の全文をこの学校だよりに掲載しましたので、ご覧

ください。 

中川中スクールキャラクター 
「みどりん」 

《学校教育目標》 

信頼と共感  ～夢をもって挑戦し続ける生徒たち～ 

◇育てたい生徒像◇  

【知 】自ら考え行動し、意欲的に学び続ける生徒   

【徳 】ルールやマナーを守り、人を思いやる優しい生徒   

【体 】心身をきたえ、たくましく生きる生徒   

【公 】役割を自ら求め、地域や社会に貢献する生徒   

【開 】共生 ・多様性を尊重し、未来を創る生徒  
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 今年の体育祭は、 23 日が途中降り出した雨のため中断し、 26 日に後半のプログラ

ムを行いました。生徒たちが「走り切る」「やり抜く」という気持ちを前面に出した素

晴らしい体育祭となりました。今年も残念ながら『三冠』はなりませんでしたが、ど

の組も三冠に値する取組でした。閉祭式後も団長を中心に色ごとに、仲間を称え合い

応援コールが校庭に響いていました。  

《美術部制作の応援団旗  今年のテーマは、“三太郎” 畳 1 畳より大きく迫力満点》 

 

《本校の伝統である応援合戦》      ※写真は、体育祭予行時、校舎より撮影したものです。  

 写真左から、赤組、黄組、青組の演技です。テーマに基づく３分間の応援は、一見の価値あり！ 

 

 

 ２年生は６月１日から２泊３日の日程で、長野県戸狩村にて自然教室を行いました。

３日間とも天候に恵まれ、自然教室の写真は真っ青な空と濃い緑がとても印象的です。

今回は戸狩村の民宿に分宿し、先生たちのもとを離れ、３日間、宿のお父さん、お母

さんと生活をともにしました。教室とは違う自然の中での学習、宿の方とクラスの仲

間との集団生活など、日常生活とは異なる生活の中で、たくさんの体験を行い、学び

ました。 

（詳しくは、中川

中学校ホームペー

ジに掲載された自

然教室の写真をご

覧ください） 

 
人気のカヌー体験  田植え体験  



『Pay Forward』の啓発ポスター  

 美術部１年生部員が、『Pay Forward』の啓発に向け

たポスターを制作しました。とても温かな感じのポス

ターとさわやかな感じのポスターです。“自分がうれ

しかったこと、感謝したいことなどを他の人にも同じ

ように行いましょう”“いいなあと思ったことを広め

ていきましょう”という『Pay Forward』運動も『いじ

めゼロ』につなげる取組の一つにしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きる        作  相良倫子  

私は、生きている。 

マントルの熱を伝える大地を踏みしめ、心地よい湿気を孕んだ風を 

全身に受け、草の匂いを鼻孔に感じ、遠 くから聞こえてくる潮騒に耳を傾けて。  

私は今、生きている。 

私の生きる島は、なんと美しい島だろう。  

青 く輝 く海 、岩に打ち寄せしぶきを上げて光る波、山羊の嘶き、小川のせせらぎ、 

畑に続 く小道、萌え出づる山の緑、優しい三線の響き、照りつける太陽の光。  

私はなんと美しい島に、生まれ育ったのだろう。  

ありったけの私の感覚器で、感受性で、島を感じる。心がじわりと熱 くなる。 

私はこの瞬間を、生きている。 

この瞬間の素晴らしさが、この瞬間の愛おしさが、今 と言う安らぎとなり、私の中に広がりゆく。 

たまらなく込み上げるこの気持ちをどう表現しよう。大切な今よ かけがえのない今よ  

私の生きる、この今よ。 

七十三年前 、私の愛する島が、死の島と化したあの日 。小鳥のさえずりは、恐怖の悲鳴と変わった。優 し

く響 く三線は、爆撃の轟に消えた。青 く広がる大空は、鉄の雨に見えなくなった。草の匂いは死臭で濁り、

光輝いていた海の水面は、戦艦で埋め尽 くされた。火炎放射器から噴き出す炎、幼子の泣き声、燃えつく

された民家、火薬の匂い。着弾に揺れる大地 。血に染まった海。魑魅魍魎の如 く、姿を変えた人々。阿鼻

叫喚の壮絶な戦の記憶。 

みんな、生 きていたのだ。私 と何 も変わらない、懸命に生きる命だったのだ。彼らの人生を、それぞれの未

来を。疑 うことなく、思い描いていたんだ。家族がいて、仲間がいて、恋人がいた。仕事があった。生きがい

があった。 

日々の小 さな幸せを喜んだ。手をとり合 って生きてきた、私 と同 じ、人間だった。それなのに。壊 されて、奪

われた。生きた時代が違う。ただ、それだけで。無辜の命を。あたり前に生きていた、あの日々を。  

摩文仁の丘 。眼下に広がる穏やかな海 。悲 しくて、忘れることのできない、この島の全て。私は手を強 く握

り、誓 う。奪われた命に想いを馳せて、心から、誓 う。  

私が生きている限り、こんなにもたくさんの命を犠牲にした戦争を、絶対に許さないことを。もう二度と過去

を未来にしないこと。全ての人間が、国境を越え、人種を越え、宗教を越え、あらゆる利害を越えて、平和

であることを目指すこと。生きる事 、命 を大切にできることを、誰からも侵 されない世界を創ること。平和を

創造する努力を、厭わないことを。あなたも、感 じるだろう。この島の美しさを。あなたも知っているだろう。こ

の島の悲しみを。そして、あなたも、私 と同 じこの瞬間 （とき）を一緒に生きているのだ。今を一緒に生きてい

るのだ。だから、きっとわかるはずなんだ。 

戦争の無意味 さを。本当の平和を。頭 じゃなくて、その心で。戦力 という愚かな力を持つことで、得 られる

平和など、本当は無いことを。平和とは、あたり前に生きること。その命を精一杯輝かせて生きることだとい

うことを。 

私は、今を生きている。 

みんなと一緒に。そして、これからも生 きていく。一日一日を大切に。平和を想 って。平和を祈って。なぜな

ら、未来は、この瞬間の延長線上にあるからだ。つまり、未来は今なんだ。  

大好きな、私の島 。誇 り高き、みんなの島 。そして、この島に生きる、すべての命。私 と共に今を生きる、私

の友。私の家族。 

これからも、共に生きてゆこう。この青に囲まれた美しい故郷から。真の平和を発進しよう。一人一人が立

ち上がって、みんなで未来を歩んでいこう。 

摩文仁の丘の風に吹かれ、私の命が鳴っている。過去と現在 、未来の共鳴 。鎮魂歌よ届け。悲 しみの過

去に。命よ響け。生きゆく未来に。私は今を、生きていく。 



【７・８月行事予定】スクールカウンセラー来校日  ７月６日・１３日・２０日・８月３１日  

 ※夏季休業中の閉庁日は、８月１３日（月）～１６日（木）です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  曜  行事予定  日  曜  行事予定  

１ 日  牛久保東地域清掃  １９ 木  大掃除  

２ 月   ２０ 金  全体朝会  授業終了  

３ 火  地区懇談会  ２１ 土   

４ 水  G-Day(放送 ) ２２ 日   

５ 木  ３年進路学習会  ２３ 月   

６ 金   ２４ 火  横浜子ども会議ブロック会議 （中川小 ） 

７ 土   ２５ 水   

８ 日   ２６ 木   

９ 月  個人面談   ２７ 金   

１０ 火   ２８ 土   

１１ 水  G-Day(学級 ) ２９ 日   

１２ 木   ３０ 月   

１３ 金  文化祭 ・体育祭実行委員会  ３１ 火   

１４ 土   8/27 月  全体朝会  防災訓練  

１５ 日   ２８ 火  教育相談  

１６ 月  海の日  ２９ 水         横浜子ども会議（区役所） 

１７ 火  選挙管理委員会  ３０ 木   

１８ 水  G-Day(生活 ) ３１ 金   

《９月のおもな予定》 

３日 （月 ） 学 習質問日                 １４日 （金 ）文化祭実行委員会  PTA 運営委員会  

４日 （火 ）～６日 （木 ） 前 期期末試験        １８日 （火 ）～合唱練習開始  中央委員会  

７日 （金 ） 都 筑区個別支援学級合同遠足    ２１日 （金 ） 学 校保健委員会  

１０日 （月 ）専門委員会                 ２６日 （水 ） 生 徒会本部役員選挙  

１１日 （火 ）３年学年懇親会              ２７日 （木 ） 横 浜市個別支援学級合同体育祭  

１2 日 （水 ）選挙管理委員会                     （雨 天の場合 、９月 ２８日 ） 

  １３日 （木 ）１・２年進路説明会  

 

頑張る“なか中生”！ 
《活動報告 》 

◆女子バスケットボール 区大会 ３位  

◆男子バレーボール   県 大会ベスト３２ 

◆剣道  第 ５ブロック大会  

・団 体戦  男女市大会進出  

・個人戦女子  優勝  岡田奈々 

◆陸上  区陸上競技大会  

 中 学 1500ｍ 第 ３位  臼井稟香  

◆美術  体育祭応援団旗作成  

《大会 ・活動予定 》 

◆野球  ７月 ７日  vs 奈 良中 （山内中 ） 

◆サッカー ６月 ３０日  vs 藤の木 （日野南中 ） 

◆バスケットボール 男子  ７月 ８日  vs あざみ野 （西柴中 ） 

             女 子  ７月 ７日  vs 大 道 （中川中 ） 

◆バレーボール 男子 ７月 ２１日 （中川中 ） ２３日 （早渕中 ） 

          女 子 ７月 ８日 （都田中 ）７月 １４日 （岡津中 ） 

◆バドミントン 男 子団体 ７月 ８日 （東山田 ） 

女 子個人 ６月 ３０日 （東山田 ） 団 体 ７月 １日 （中川中 ） 

◆剣道  ７月 ７日県選抜個人  ７月 １６日市大会団体  

      ７月 ２１日  市 大会個人  

◆陸上  ８月 ４日  都筑区予選 （三 ツ沢 ） 

◆吹奏楽  ７月 ２６日横浜吹奏楽コンクール（県民ホール） 

◆演劇  ７月 ２６日 ・２７日  演劇発表会 （青葉公会堂 ） 

《敬称略 》 

◆美術  7 月 19 日～ 24 日  

体育祭応援団旗展示（区役所ホール） 

◆写真  8 月 7 日、 8 日  区役所ホール展示  

◆茶道  7 月 21 日夏のお茶会（コミハ和室）  


